
地方自治法施行規則等の一部を改正する省令 

 

１．概要 

地方自治法の一部を改正する法律（平成２６年法律第４２号）の施行に伴い、及び関係

法令の規定に基づき、認可地縁団体が所有する不動産に係る登記の特例の創設により必要

となる認可地縁団体及び市町村長が行う手続き等について、所要の規定の整備を行うもの。 

 

２．改正内容 

（１）認可地縁団体が、その所有する不動産の所有権の保存又は移転の登記に係る不動産登

記法の特例手続を始めるために市町村長へ公告を求める場合の申請書の記載事項及び

添付書類等、認可地縁団体が所有する不動産に係る登記の特例に関する手続について所

要の措置を講ずる。 

 

（２）その他地方自治法の一部改正に伴い、関係法令の規定について所要の措置を講ずる。 

 

３．施行日 

 平成２７年４月１日。ただし、２．（２）に関する規定は、平成２８年４月１日。 
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○

地
方
自
治
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
内
務
省
令
第
二
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
十
二
条
の
二

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請

（
新
設
）

は
、
認
可
地
縁
団
体
の
代
表
者
が
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
、
当
該
認

可
地
縁
団
体
の
区
域
を
包
括
す
る
市
町
村
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。

一

所
有
権
の
保
存
又
は
移
転
の
登
記
を
し
よ
う
と
す
る
不
動
産
（
以
下
「
申
請
不

動
産
」
と
い
う
。
）
の
登
記
事
項
証
明
書

二

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
保
有
資
産
目
録
又
は
保
有
予
定
資
産
目
録

。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
申
請
不
動
産
の
記
載
が
な
い
と
き
は
、
申
請
不
動
産
の

所
有
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
総
会
で
議
決
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

三

申
請
者
が
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
疎
明
す

る
に
足
り
る
資
料

２

前
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
公
告

（
新
設
）

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
一
項
の
申
請
を
行
つ
た
認
可
地
縁
団

体
の
名
称
、
区
域
及
び
主
た
る
事
務
所

二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
様
式
に
記
載
さ
れ
た
申
請
不
動
産
に
関
す
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る
事
項

三

申
請
不
動
産
の
所
有
権
の
保
存
又
は
移
転
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異
議

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
は
、
申
請
不
動
産
の
表
題
部
所
有
者
若
し
く

は
所
有
権
の
登
記
名
義
人
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
相
続
人
又
は
申
請
不
動
産
の
所
有

権
を
有
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
者
（
以
下
「
登
記
関
係
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ

る
旨

四

異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

２

前
項
の
公
告
に
係
る
登
記
関
係
者
等
が
異
議
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
異
議

を
述
べ
る
旨
及
び
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
申
出
書
に
申
請
不
動
産
の
登
記
事
項
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
え
て
行
う
も

の
と
す
る
。

３

前
項
の
申
出
書
の
様
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
四

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
証
す

（
新
設
）

る
情
報
の
提
供
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
申
請
不
動
産
に
関
す
る
事
項
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
五

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
三
十
八
第
五
項
に
規
定
す
る
通
知

（
新
設
）

は
、
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を

記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。



- 3 -

別

記

別

記

（
略
）

（
略
）

申
請
書
様
式
（
第
二
十
二
条
の
二
関
係
）

（
略
）

（
新
設
）

申
出
書
様
式
（
第
二
十
二
条
の
三
関
係
）

（
略
）

（
新
設
）

情
報
提
供
様
式
（
第
二
十
二
条
の
四
関
係
）

（
略
）

（
新
設
）

通
知
書
様
式
（
第
二
十
二
条
の
五
関
係
）

（
略
）

（
新
設
）
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○

国
勢
調
査
の
調
査
区
の
設
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
都
市
に
お
け
る
調
査
区
の
設
定
）

（
指
定
都
市
に
お
け
る
調
査
区
の
設
定
）

第
二
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

第
二
条

地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
調
査
区
の
設

十
九
第
一
項

の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
調
査
区

定
は
、
当
該
指
定
都
市
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
を
区
分
し
て
、
前
条
に
規
定
す
る

の
設
定
は
、
当
該
指
定
都
市
の
区
の
区
域
を
区
分
し
て
、
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に

基
準
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
調
査
区
の
修
正
の
事
由
）

（
調
査
区
の
修
正
の
事
由
）

第
三
条

令
第
八
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

第
三
条

令
第
八
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

指
定
都
市
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
の
変
更

一

指
定
都
市
の
区
の
区
域
の
変
更

二

（
略
）

二

調
査
区
内
の
世
帯
数
の
著
し
い
増
加
又
は
減
少

三

（
略
）

三

災
害
の
発
生
、
都
市
計
画
事
業
の
施
行
等
に
よ
る
調
査
区
内
の
土
地
の
区
画
形

質
の
著
し
い
変
更

四

（
略
）

四

第
一
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
等
の
設
置
、
除
却
又

は
用
途
の
変
更

五

（
略
）

五

第
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
港
湾
区
域
又
は
同
項
第
二
号
に

掲
げ
る
漁
港
の
水
域
の
変
更
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○

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
を
要
し
な
い
電
気
通
信
事
業
）

（
登
録
を
要
し
な
い
電
気
通
信
事
業
）

第
三
条

法
第
九
条
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
設
置
す
る
電
気
通
信
回

第
三
条

法
第
九
条
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
設
置
す
る
電
気
通
信
回

線
設
備
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

線
設
備
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

端
末
系
伝
送
路
設
備
（
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
と
接
続
さ
れ
る
伝

一

端
末
系
伝
送
路
設
備
（
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
と
接
続
さ
れ
る
伝

送
路
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
の
区
域
が
一
の
市
町
村
（
特
別
区
を

送
路
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
の
区
域
が
一
の
市
町
村
（
特
別
区
を

含
む
。
）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

含
む
。
）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と

い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
の
区
域
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

中
継
系
伝
送
路
設
備
（
端
末
系
伝
送
路
設
備
以
外
の
伝
送
路
設
備
を
い
う
。
以

二

中
継
系
伝
送
路
設
備
（
端
末
系
伝
送
路
設
備
以
外
の
伝
送
路
設
備
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
設
置
の
区
間
が
一
の
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
な
い
こ
と
。

下
同
じ
。
）
の
設
置
の
区
間
が
一
の
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
な
い
こ
と
。

２

都
道
府
県
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
指
定
都
市
の
区
若
し
く
は
総
合

２

都
道
府
県
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
指
定
都
市
の
区
の
区
域
の
変
更

区
の
区
域
の
変
更
に
よ
り
、
法
第
十
六
条
の
届
出
を
し
た
電
気
通
信
事
業
者
の
設
置

に
よ
り
、
法
第
十
六
条
の
届
出
を
し
た
電
気
通
信
事
業
者
の
設
置
す
る
電
気
通
信
回

す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
が
前
項
に
定
め
る
基
準
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と

線
設
備
が
前
項
に
定
め
る
基
準
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
電
気

き
は
、
当
該
電
気
通
信
事
業
者
は
、
当
該
変
更
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を

通
信
事
業
者
は
、
当
該
変
更
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
九
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
な
い
で
、
電
気
通
信

の
間
は
、
法
第
九
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
な
い
で
、
電
気
通
信
事
業
を
従
前
の
例

事
業
を
従
前
の
例
に
よ
り
引
き
続
き
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内

に
よ
り
引
き
続
き
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
同
条
の
登
録
の

に
同
条
の
登
録
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、

申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い

そ
の
申
請
に
つ
い
て
登
録
又
は
登
録
の
拒
否
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。

て
登
録
又
は
登
録
の
拒
否
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。
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（
読
替
え
）

（
読
替
え
）

第
四
十
七
条
の
二

法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
百
三
十
八
条
第
三
項
の
裁
定
の

第
四
十
七
条
の
二

法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
百
三
十
八
条
第
三
項
の
裁
定
の

申
請
に
お
い
て
、
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
等
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
所
在

申
請
に
お
い
て
、
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
等
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
所
在

す
る
と
き
は
、
第
四
十
三
条
及
び
前
条
の
規
定
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
当
該

す
る
と
き
は
、
第
四
十
三
条
及
び
前
条
の
規
定
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
当
該

各
号
に
規
定
す
る
語
句
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

各
号
に
規
定
す
る
語
句
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

一

特
別
区
の
あ
る
地

特
別
区

一

特
別
区
の
あ
る
地

特
別
区

二

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

区
又
は
総
合
区

二

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

区

様
式

第
１

（第
４

条
第

１
項

関
係

）

様
式

第
１

（第
４

条
第

１
項

関
係

）

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

（略

）

（略

）

注
１

（略

）

注
１

（略

）

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
に

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
及

び
、

、

あ
つ

て
は

区
地

方
自

治
法

第
2
5
2条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
に

あ
つ

て
は

地
方

自
治

法
第

2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
の

区
に

あ
つ

て
は

当
該

区
、

、

区
又

は
総

合
区

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

都
道

府
県

の
全

部
を

設

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

都
道

府
県

の
全

部
を

設
置

の
区

域
と

す
。

。

置
の

区
域

と
す

る
場

合
は

当
該

都
道

府
県

名
を

全
国

を
設

置
の

区
域

と
す

る
場

合
は

当
該

都
道

府
県

名
を

全
国

を
設

置
の

区
域

と
す

る
場

合
は

全
国

、
、

る
場

合
は

全
国

と
記

載
す

る
こ

と
と

記
載

す
る

こ
と

。
。

３

～６

（略

）

３

～６

（略

）

様
式

第
８

（第
９

条
第

１
項

第
6
0
条

の
２

関
係

）

様
式

第
８

（第
９

条
第

１
項

第
6
0
条

の
２

関
係

）

、
、

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

（電
気

通
信

事
業

法
第

4
4
条

第
１

項
の

事
業

用
電

気
通

信
２

電
気

通
信

設
備

の
概

要

（電
気

通
信

事
業

法
第

4
4
条

第
１

項
の

事
業

用
電

気
通

信

設
備

を
設

置
す

る
場

合
に

限
る

）

設
備

を
設

置
す

る
場

合
に

限
る

）

。
。
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（略

）

（略

）

注
１

（略

）

注
１

（略

）

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
に

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
及

び
、

、

あ
つ

て
は

区
地

方
自

治
法

第
2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
に

あ
つ

て
は

地
方

自
治

法
第

2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
の

区
に

あ
つ

て
は

当
該

区
、

、

区
又

は
総

合
区

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

。
。

３

～５

（略

）

３

～５

（略

）

様
式

第
3
8
の

８

（第
4
0条

の
1
0
第

１
項

第
１

号
第

4
0
条

の
1
4
第

１
項

第
２

号
ニ

関
係

様
式

第
3
8
の

８

（第
4
0条

の
1
0
第

１
項

第
１

号
第

4
0
条

の
1
4第

１
項

第
２

号
ニ

関
係

、
、

）

）

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

（略

）

（略

）

注
１

（略

）

注
１

（略

）

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
に

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
及

び
、

、

あ
つ

て
は

区
地

方
自

治
法

第
2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
に

あ
つ

て
は

地
方

自
治

法
第

2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
の

区
に

あ
つ

て
は

当
該

区
、

、

区
又

は
総

合
区

４
に

お
い

て
同

じ

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

４
に

お
い

て
同

じ

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

都
道

府
県

の
全

。
。

。
。

。
。

都
道

府
県

の
全

部
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
当

該
都

道
府

県
名

を
全

部
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
当

該
都

道
府

県
名

を
全

国
を

設
置

の
区

、
、

国
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
全

国
と

記
載

す
る

こ
と

域
と

す
る

場
合

は
全

国
と

記
載

す
る

こ
と

。
。

３

～６

（略

）

３

～６

（略

）

様
式

第
3
8
の

９

（第
4
0条

の
1
0
第

１
項

第
２

号
関

係

）

様
式

第
3
8
の

９

（第
4
0
条

の
1
0
第

１
項

第
２

号
関

係

）

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

２
電

気
通

信
設

備
の

概
要

（略

）

（略

）

注
１

（略

）

注
１

（略

）
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２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
に

２
端

末
系

伝
送

路
設

備
の

設
置

の
区

域
は

都
道

府
県

市
町

村

（特
別

区
及

び
、

、

あ
つ

て
は

区
地

方
自

治
法

第
2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
に

あ
つ

て
は

地
方

自
治

法
第

2
5
2
条

の
1
9
第

１
項

の
指

定
都

市
の

区
に

あ
つ

て
は

当
該

区
、

、

区
又

は
総

合
区

４
に

お
い

て
同

じ

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

４
に

お
い

て
同

じ

）を
単

位
と

し
て

記
載

す
る

こ
と

都
道

府
県

の
全

。
。

。
。

。
。

都
道

府
県

の
全

部
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
当

該
都

道
府

県
名

を
全

部
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
当

該
都

道
府

県
名

を
全

国
を

設
置

の
区

、
、

国
を

設
置

の
区

域
と

す
る

場
合

は
全

国
と

記
載

す
る

こ
と

域
と

す
る

場
合

は
全

国
と

記
載

す
る

こ
と

。
。

３

～６

（略

）

３

～６

（略

）
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○

電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
七
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
電
気
通
信
主
任
技
術
者
の
選
任
を
要
し
な
い
場
合
）

（
電
気
通
信
主
任
技
術
者
の
選
任
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
条
の
二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
事

第
三
条
の
二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
事

業
用
電
気
通
信
設
備
の
設
置
の
範
囲
が
一
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
区
域

業
用
電
気
通
信
設
備
の
設
置
の
範
囲
が
一
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
区
域

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
（
第
四
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て

一
項
の
指
定
都
市
（
第
四
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て

は
そ
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
）
を
超
え
な
い
場
合
の
う
ち
、
当
該
区
域
に
お
け
る

は
そ
の
区
の
区
域
）
を
超
え
な
い
場
合
の
う
ち
、
当
該
区
域
に
お
け
る
利
用
者
の
数

利
用
者
の
数
が
三
万
未
満
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

が
三
万
未
満
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
配

す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

置
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
）
若
し
く
は
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る

大
学
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
教
育
施
設
に
お
い
て
電
気
通
信
工

学
に
関
す
る
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の

工
事
、
維
持
又
は
運
用
の
業
務
に
二
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

二

（
略
）

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
専
門
学
校
令
（

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上

と
認
め
ら
れ
る
教
育
施
設
に
お
い
て
電
気
通
信
工
学
に
関
す
る
学
科
を
修
め
て
卒

業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の
工
事
、
維
持
又
は
運
用
の
業
務

に
四
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
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三

（
略
）

三

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
、
旧
中
等
学
校
令
（

昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
と

認
め
ら
れ
る
教
育
施
設
を
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
の
工

事
、
維
持
又
は
運
用
の
業
務
に
八
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

四

（
略
）

四

総
務
大
臣
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る

も
の
と
認
め
る
者

２

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
用
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
が

別
に
告
示
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
事
業
用
電

気
通
信
設
備
の
設
置
の
範
囲
が
一
の
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
つ
て

、
当
該
区
域
に
お
け
る
利
用
者
の
数
が
三
万
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
前
項
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

３

（
略
）

３

前
二
項
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
電
気
通
信
事
業
者
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
を
配
置
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
配
置
し
た
者
の
氏
名

を
記
載
し
た
書
類
に
、
当
該
配
置
に
係
る
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
規
定
す
る

要
件
を
備
え
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
指
定
都
市
の
区
若
し
く
は
総
合
区
の
区
域
が

４

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
指
定
都
市
の
区
の
区
域
が
変
更
さ
れ
た
場
合

変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
変
更
前
に
法
第
九
条
の
登
録
を
受
け
、
又
は
法
第
十
六

は
、
当
該
変
更
前
に
法
第
九
条
の
登
録
を
受
け
、
又
は
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
電
気
通
信
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
が

に
よ
り
届
け
出
た
電
気
通
信
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
が
あ
つ
た
日
か
ら
起

あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
一
項
中
「
市
町
村

算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
一
項
中
「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む

（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号

。
）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
第
三
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
第
三
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
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都
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
）
」
と
あ
る
の
は
、

）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
の
区
域
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。

「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

）
の
区
域
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う

て
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
又
は
総
合
区
の
区
域
）
及

。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
の
区
域
）
及
び
変
更
前
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）

び
変
更
前
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
区
域
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
そ
の

の
区
域
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
そ
の
区
の
区
域
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

区
又
は
総
合
区
の
区
域
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

。
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○

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
の
申
出
の
手
続
及
び
申
出
に
つ
き
明
ら
か

（
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
の
申
出
の
手
続
及
び
申
出
に
つ
き
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
等
）

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
等
）

第
二
条

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

第
二
条

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
の
申
出
は
、
同
条
第
二
項
各
号
及
び
次
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す

閲
覧
の
申
出
は
、
同
条
第
二
項
各
号
及
び
次
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
市
町
村
長
（
特
別
区
に
あ
つ
て
は
区
長
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

る
た
め
市
町
村
長
（
特
別
区
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
区
長

）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
区
長
。
以
下
同
じ

又
は
総
合
区
長
。
以
下
同
じ
。
）
が
適
当
と
認
め
る
書
類
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば

。
）
が
適
当
と
認
め
る
書
類
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
本
人
等
の
請
求
に
係
る
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
特
例
の
請
求
手
続
）

（
本
人
等
の
請
求
に
係
る
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
特
例
の
請
求
手
続
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
請
求

を
す
る
者
は
、
同
項
に
基
づ
く
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
請
求
で
あ
る
旨
並
び
に
次

項
に
規
定
す
る
書
類
を
提
示
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
コ
ー
ド
又
は
出
生

の
年
月
日
及
び
男
女
の
別
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
旅
券
、
運

２

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
旅
券
、
運

転
免
許
証
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可
証
又
は
資
格
証
明
書
等
（
本

転
免
許
証
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可
証
又
は
資
格
証
明
書
等
（
本

人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
当
該
請
求
者
が
本
人
で
あ
る

人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
当
該
請
求
者
が
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
市
町
村
長
（
特
別
区
に
あ
っ
て
は
区
長
、
地
方
自
治
法
（
昭

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
市
町
村
長
（
特
別
区
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区

あ
っ
て
は
区
長
又
は
総
合
区
長
。
第
六
条
及
び
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
適
当

長
。
第
六
条
及
び
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

と
認
め
る
も
の
と
す
る
。
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○

納
税
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
等
又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の
請
求
の
受
付
及
び
引
渡
し
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第

百
五
十
八
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
一
条

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け

第
一
条

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け

る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号

、
第
三
号

る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
、

又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
郵
便
局

第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る

を
い
う
。
）
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
当
該
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ

郵
便
局
を
い
う
。
）
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
当
該
事
務
を
取
り
扱
わ

と
と
し
た
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
指
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
、
取
り
扱

せ
る
こ
と
と
し
た
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
指
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
、

う
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事
務
の
取
扱
時
間
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
り
扱
う
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事
務
の
取
扱
時
間
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

（
本
人
確
認
の
方
法
）

（
本
人
確
認
の
方
法
）

第
二
条

法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
納
税
証
明
書
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
納
税

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
納
税
証
明
書
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す

証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
住
民
票
の
写
し
等
（
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る

る
納
税
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
住
民
票
の
写
し
等
（
同
項
第
三
号
に
規

住
民
票
の
写
し
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
（
同
条
第
五
号

定
す
る
住
民
票
の
写
し
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
（
同
項

に
規
定
す
る
印
鑑
登
録
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
の
請
求
を
受
け
付

第
五
号
に
規
定
す
る
印
鑑
登
録
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
の
請
求
を

け
る
際
の
本
人
確
認
は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
が
、
法
第
二
条
第
二
号
、
第
三
号
又

受
け
付
け
る
際
の
本
人
確
認
は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
が
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二

は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
（
以
下
「
郵
便
局
取
扱
事
務
従
事
職
員

号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
（
以
下
「
郵
便
局
取
扱

」
と
い
う
。
）
を
し
て
、
当
該
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
必
要
な
証
明
を
求
め
さ
せ

事
務
従
事
職
員
」
と
い
う
。
）
を
し
て
、
当
該
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
必
要
な
証

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

明
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
請
求
書
類
の
送
付
）

（
請
求
書
類
の
送
付
）

第
三
条

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
納
税
証
明
書
又
は
印

第
三
条

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
納
税
証
明
書

鑑
登
録
証
明
書
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
郵
便
局
取
扱
事
務
従
事
職
員

又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
郵
便
局
取
扱
事
務
従

を
し
て
、
当
該
引
渡
し
に
係
る
請
求
書
類
を
当
該
引
渡
し
の
事
務
に
係
る
指
定
地
方

事
職
員
を
し
て
、
当
該
引
渡
し
に
係
る
請
求
書
類
を
当
該
引
渡
し
の
事
務
に
係
る
指

公
共
団
体
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

定
地
方
公
共
団
体
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五

の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
若
し
く
は
総
合
区
）
の
長
に

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
）
の
長
に
送
付
さ
せ

送
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
票
の
写
し
等
を
引
き
渡
し
た

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
票
の
写
し
等
を
引
き

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
市
又
は
区
若
し
く
は

渡
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
市
又
は
区
」

総
合
区
」
と
あ
る
の
は
、
「
区
又
は
総
合
区
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
、
「
区
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○

納
税
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
等
又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の
請
求
の
受
付
及
び
引
渡
し
の
業
務
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
に
お
け
る
実
施
に
関
す
る
省
令
（
平

成
十
八
年
総
務
省
令
第
九
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
請
求
書
類
の
送
付
）

（
請
求
書
類
の
送
付
）

第
三
条

公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
は
、
法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
条

公
共
サ
ー
ビ
ス
実
施
民
間
事
業
者
は
、
法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
締
結
し
た
契
約
に
よ
り
納
税
証
明
書
又
は
印

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
締
結
し
た
契
約
に
よ
り
納
税
証
明
書
又
は
印

鑑
登
録
証
明
書
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
業
務
従
事
者
を
し
て
、

鑑
登
録
証
明
書
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
業
務
従
事
者
を
し
て
、

当
該
引
渡
し
に
係
る
請
求
書
類
を
当
該
引
渡
し
の
業
務
に
係
る
委
託
地
方
公
共
団
体

当
該
引
渡
し
に
係
る
請
求
書
類
を
当
該
引
渡
し
の
業
務
に
係
る
委
託
地
方
公
共
団
体

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
若
し
く
は
総
合
区
）
の
長
に
送
付
さ
せ

一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
）
の
長
に
送
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
票
の
写
し
等
を

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
票
の
写
し
等
を

引
き
渡
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
市
又
は

引
き
渡
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
市
又
は

区
若
し
く
は
総
合
区
」
と
あ
る
の
は
、
「
区
又
は
総
合
区
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

区
」
と
あ
る
の
は
、
「
区
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。



- 17 -

○

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
郵
便
局
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
十
六
号

）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
施
設
及
び
設
備
）

（
施
設
及
び
設
備
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め

る
施
設
及
び
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

法
第
二
条
各
号
に
規
定
す
る
戸
籍
謄
本
等
、
除
籍
謄
本
等
、
納
税
証
明
書
、
住

民
票
の
写
し
等
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
証
明
書
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
交
付
の
請
求
に
係
る
書
類

を
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
（
以
下
「
郵
便
局
取
扱
事
務
従

事
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
請
求
を
行
う
者
以
外
の
者
が
、
容
易
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
施
設

二

地
方
公
共
団
体
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

二

地
方
公
共
団
体
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
又
は
総
合
区
（
法
第
二

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
（
法
第
二
条
第
二
号
及

条
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
若
し
く

び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
市
又
は
区
）
）
と
の
間
で
証
明

は
総
合
区
）
）
と
の
間
で
証
明
書
等
及
び
こ
れ
ら
の
交
付
の
請
求
に
係
る
書
類
に

書
等
及
び
こ
れ
ら
の
交
付
の
請
求
に
係
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
電
磁
的
方

記
載
さ
れ
た
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
送
受
信
す
る
場
合
は
、
個
人
情
報
の
適

法
に
よ
り
送
受
信
す
る
場
合
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
そ
の
他
郵
便
局
取

正
な
取
扱
い
そ
の
他
郵
便
局
取
扱
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
こ

扱
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
送
受
信
設
備

と
が
で
き
る
送
受
信
設
備
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三

（
略
）

三

証
明
書
等
の
交
付
の
請
求
に
係
る
書
類
等
を
適
切
に
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る

設
備
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○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
趣
旨
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

総
務
省
関
係
法
令
に
規
定
す
る
手
続
等
を
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、

他
の
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
特
段
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ

の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

電
子
署
名

電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（

平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
又
は
電
子
署
名
及
び
認
証

業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
電
子
署
名
を
い
う
。

二

電
子
証
明
書

次
に
掲
げ
る
も
の
（
行
政
機
関
等
が
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
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三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
認
証

で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

イ

電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書

ロ

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
八
条
に
規
定
す
る
認
定
認
証

事
業
者
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書
（
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

第
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
を
い
う
。
）

ハ

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
の
二
第

一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書

（
適
用
範
囲
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

こ
の
省
令
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定

に
基
づ
く
手
続
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

法
令
名

条
項

法
令
名

条
項

地
方
自
治
法

第
九
条
第
三
項
（
第
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

地
方
自
治
法

第
九
条
第
三
項
（
第
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

（
昭
和
二
十

を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
二
第
二
項
、
第
七
十
四
条
の
二
第
十
項

（
昭
和
二
十

を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
二
第
二
項
、
第
七
十
四
条
の
二
第
十
項

二
年
法
律
第

（
第
二
百
五
十
二
条
の
十
二
（
第
二
百
五
十
二
条
の
十
三
に
お
い

二
年
法
律
第

（
第
二
百
五
十
二
条
の
十
二
（
第
二
百
五
十
二
条
の
十
三
に
お
い

六
十
七
号
）

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
一
項

六
十
七
号
）

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
一
項



- 21 -

及
び
第
五
項
並
び
に
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

及
び
第
五
項
並
び
に
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
条
第
三
十
項
に
お
い
て
準
用

成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
条
第
三
十
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
四
十
三
条
第
二
項
、
第
二
百
三
十

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
四
十
三
条
第
二
項
、
第
二
百
三
十

二
条
の
六
第
一
項
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四

二
条
の
六
第
一
項
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四

十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
四
十
四

十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
四
十
四

条
の
二
第
七
項
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
十

条
の
二
第
七
項
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
十

八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
四

八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
四

十
五
条
の
八
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
四
十
九
条

十
五
条
の
八
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
四
十
九
条

、
第
二
百
五
十
条
第
二
項
、
第
二
百
五
十
条
の
四
、
第
二
百
五
十

、
第
二
百
五
十
条
第
二
項
、
第
二
百
五
十
条
の
四
、
第
二
百
五
十

条
の
六
、
第
二
百
五
十
条
の
十
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

条
の
六
、
第
二
百
五
十
条
の
十
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

二
百
五
十
条
の
十
七
第
二
項
、
第
二
百
五
十
条
の
十
九
第
二
項
、

二
百
五
十
条
の
十
七
第
二
項
、
第
二
百
五
十
条
の
十
九
第
二
項
、

第
二
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
、
第
二
百

第
二
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
、
第
二
百

五
十
一
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
二
項
及
び
第
十

五
十
一
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
二
項
及
び
第
十

三
項
、
第
二
百
五
十
一
条
の
三
の
二
第
三
項
、
第
二
百
五
十
二
条

三
項
、
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
二
百
六
十

の
二
第
七
項
、
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
二

一
条
第
四
項

百
六
十
一
条
第
四
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

地
方
自
治
法

第
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
十
七
条
の
十
、
第
十
八
条
、
第

地
方
自
治
法

第
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
十
七
条
の
十
、
第
十
八
条
、
第

施
行
規
則
（

二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
、
第

施
行
規
則
（

二
十
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条

昭
和
二
十
二

二
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
二
条
の
四
並
び
に

昭
和
二
十
二

年
内
務
省
令

第
二
十
二
条
の
五

年
内
務
省
令
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第
二
十
九
号

第
二
十
九
号

）

）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

自
治
紛
争
処
理
委
員
の
調
停
、
審
査
及
び
処
理
方
策
の
提
示
の
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
申
請
書
）

（
申
請
書
）

第
四
十
二
条

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
七
項
の
文
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

第
四
十
二
条

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
七
項
の
文
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

紛
争
の
当
事
者

一

紛
争
の
当
事
者

二

処
理
方
策
の
提
示
を
求
め
る
事
項
（
当
事
者
の
主
張
の
要
点
を
含
む
。
）

二

処
理
方
策
の
提
示
を
求
め
る
事
項
（
当
事
者
の
主
張
の
要
点
を
含
む
。
）

三

紛
争
の
経
過

三

紛
争
の
経
過

四

申
請
の
年
月
日

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
処
理
方
策
の
提
示
を
行
う
に
つ
い
て
参
考
と

な
る
事
項
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何年何月何日 

何市(町)(村)長あて 

認可地縁団体の名称及び主たる事務所の所在地 

名 称                  

 所在地                  

代表者の氏名及び住所            

氏 名               印  

住 所                  

 

所有不動産の登記移転等に係る公告申請書 

 

 地方自治法第 260 条の 38 第１項の規定により、当認可地縁団体が所有する下記不動産に

ついて所有権の保存又は移転の登記をするため公告をしてほしいので、別添書類を添えて

申請します。 

記 

○ 申請不動産に関する事項 
・建物 

名    称 延 床 面 積 所  在  地 
   
 
・土地 

地    目 面    積 所  在  地 
   
 
・表題部所有者又は所有権の登記名義人の氏名又は名称及び住所 

氏名又は名称  
住    所  
 

 

（別添書類） 

 １ 所有権の保存又は移転の登記をしようとする不動産の登記事項証明書 

 ２ 保有資産目録又は保有予定資産目録等 

 ３ 申請者が代表者であることを証する書類 

 ４ 地方自治法第260条の38第１項各号に掲げる事項を疎明するに足りる資料 

  

申請書様式（第二十二条の二関係） 



何年何月何日 

何市(町)(村)長あて 

異議を述べる者の氏名及び住所   

氏 名          印  

住 所             

 

申請不動産の登記移転等に係る異議申出書 

 

 地方自治法第 260 条の 38 第２項の規定による公告に基づき、当該公告を求める申請を行

った認可地縁団体が申請不動産の所有権の保存又は移転の登記をすることについて、下記

のとおり異議を述べる旨、申し出ます。 

記 

１ 公告に関する事項 
(1) 申請を行った認可地縁団体の名称                     
(2) 申請不動産に関する事項 
・建物 

名    称 延 床 面 積 所  在  地 
   

・土地 
地    目 面    積 所  在  地 

   
・表題部所有者又は所有権の登記名義人の氏名又は名称及び住所 

氏名又は名称  
住    所 

(3) 公告期間                     
 
２ 異議を述べる登記関係者等の別 
 □ 申請不動産の表題部所有者又は所有権の登記名義人 
 □ 申請不動産の表題部所有者又は所有権の登記名義人の相続人 
 □ 申請不動産の所有権を有することを疎明する者 
 
３ 異議の内容（異議を述べる理由等） 
 
 
（別添書類） 
□ 申請不動産の登記事項証明書 
□ 住民票の写し 
□ その他の市町村長が必要と認める書類（                   ） 

（注）この異議申出書に記載された事項については、その後の当事者間での協議等を 
円滑にするため認可地縁団体に通知されます。  

申出書様式（第二十二条の三関係） 



第 号 

何年何月何日 

（申請団体） 御中 

認可地縁団体の名称及び主たる事務所の所在地 

名 称                  

  所在地                  

代表者の氏名及び住所             

氏 名                  

住 所 

何市(町)(村)長  

 

公告結果(承諾)の情報提供について 

 

 地方自治法第 260 条の 38 第１項の規定により、 年 月 日付け文書をもって申請のあ

った不動産については、同条第２項の規定により公告をした結果、登記関係者等が同項の

期間内に異議を述べなかったため、同条第３項の規定により、貴認可地縁団体が当該不動

産の所有権の保存又は移転の登記をすることについて登記関係者の承諾があったものとみ

なすこととなりましたので、同条第４項に規定する証する情報を提供します。 

 

１ 公告に関する事項 
(1) 申請を行った認可地縁団体の名称                     
(2) 申請不動産に関する事項 
・建物 

名    称 延 床 面 積 所  在  地 
   

・土地 
地    目 面    積 所  在  地 

   
・表題部所有者又は所有権の登記名義人の氏名又は名称及び住所 

氏名又は名称  
住    所 

(3) 公告期間                     
 

２ 公告の結果 

 １の公告については、１(3)の公告期間内に異議の申出はありませんでした。 

  

情報提供様式（第二十二条の四関係） 



第 号 

何年何月何日 

（申請団体） 御中 

認可地縁団体の名称及び主たる事務所の所在地 

名 称                  

  所在地                   

代表者の氏名及び住所             

氏 名                  

住 所 

何市(町)(村)長  

  

公告結果(異議申出あり)通知書 

 

 地方自治法第 260 条の 38 第１項の規定により、 年 月 日付け文書をもって申請のあ

った不動産については、同条第２項の規定により公告をした結果、登記関係者等による異

議の申出がありましたことを、同条第５項の規定に基づき通知します。 

 

１ 公告に関する事項 
(1) 申請を行った認可地縁団体の名称   
(2) 申請不動産に関する事項 
・建物 

名    称 延 床 面 積 所  在  地 
   

・土地 
地    目 面    積 所  在  地 

   
・表題部所有者又は所有権の登記名義人の氏名又は名称及び住所  

氏名又は名称  
住    所 

(3) 公告期間                     
 

２ 異議の内容等 

(1) 異議を述べた登記関係者等 

    氏名 

    住所 

    登記関係者等の別 

(2) 異議を述べた年月日 

(3) 異議を述べた理由等 

通知書様式（第二十二条の五関係） 


